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山緑藻類の Chlor目白ca}，田に所属する Makinoellatosaensis OKADA は，

特徴的なむ閃nobi凶nを形成する淡水藻で， 1938年9月に岡田喜一博士により記

載報告されたものである九その後 type1，田alityでは絶滅したらしいといわれ

ているが，さらに1955年11月， 1956年四月の2度にわたる，神谷平博士の調査

によって，愛知県下における本藻の産出ならびにその生殖法 (aut回 pore形成〉

についての詳細な報告がなされたり。

最近筆者達は，島根県下松江市にも本藻の産出を認めたが，これまでに本

藻の生育環境についての詳細な報告がみられないので，これらについての調査

結果を報告する。

松江における本藻の出現は，市内西川津町の県立松江北高等学校内tこある

コンクリート池に認められた。この点で，四国および愛知県下の産出地と全く

同様の人工的貯水池という特殊な環境条件にあり，本藻の生態的なひとつの特

徴のように思える。ちなみに1965年6月23日の採集時における，このコシクリ

ート池の水質についてみると第1衰のごとくである。

この表にもみ白れるように，この池の水の硬度は比較的高<，しかも Caが

普通の池の3倍近くあり，一方ではMgが少<，極めてアンバランスな状態と

なってドる。このことは，ひとつに，コンクリート池という特異な状況による

ものと考えられる。また， NH4・P04などは全く検出されず，一方硝酸態の窒

素が多いというのも iこの池のひとつの特徴ともいえる。

一本藻の出現季節については，岡田は9月下旬に，神谷は11月から 1月にか

けてと，それぞれ秋から冬にかけての産出を認めているが，今回の筆者達の観
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察では， 4月-8月にかけてがその最盛期であり，秋から翌春にかけては，池

底の水垢中にのみ藻体が検出された。これらのことから，本藻はほとんど年聞

を通じて出現するものであることがわかる。

第 1号第 16巻類藻2 

Makinoellaの生育するコンクリート池の水質第1表
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備

CaCO，換算値

値
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164.9 ppm 

43.58 ppm 
13.9 ppm 

2.15 ppm 

16.6 ppm 

13.6 ppm 

定額。

温

度

澄

度

度

度

目綱定測

ppm 
ppm 

0.02 

1.80 

CaCO，換算値

愛知県下の場合，本藻と共に出現する他の藻類としては， Scenedesrn.us， 

Tetmedron， Coelastrumなど多数の Chlorococcalesに所属する藻類および

Cosmarium， Perid:印iumなどが認められているが，今回の生育地では，比較

的単調な集団構成であり，本藻のほかには，わずかに Cosmariumsp.が認め

られるにすぎなかった。

おわりに，貴重な文献を御恵与いただいた長崎大学教授岡田喜一博士に，

また水質分析に御協力をいただいた島根県衛生研究所枝師安井直樹氏に感謝の

意を表わす。

ppm 34.1 

Resume 

An interesting chlor，田occaleanalga Makinoella tosaensis OKADA grow-

ing in a small artificial pond Cconcreted by cement-mortar) is found in 

Matsue， Shimane Pref，配ture，Japan. 

The alga田 cursabundantly in summer as a plankter， however， we can 
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find the alga growing in muddy sediments of the pond all the year round. 

As shown in the table in tl1巴 text，th巴 waterof this pond is relatively 

hard viz.， the calcium concentration is 13.9 ppm. This alga se巴msto be a 

calciphilic species. 
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第1図 J1，1.akino'lIatosaensis OKADA 

A:4細胞より成る単位 coenobium
B， C : autocoenobiaの形成過程

D : 16細胞より成る compoundcoenobium 
E : 32細胞より成る compoundcoenobium 
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